
(57)【要約】

【課題】　放熱性の向上、熱による経年劣化防止、熱に

よる半導体発光素子の剥離防止、及び静電気破壊防止を

簡単な構造で実現すること。

【解決手段】　半導体発光装置は、LEDチップ１１が搭

載された基台部１８と、銀メッキ等の表面処理が施され

て形成されたリフレクタ面１７を有するケース１６と、

第１の電極部１２、第２の電極部１３、第１のリード１

４、第２のリード１５、及び耐熱性透明ガラス蓋２０と

を具備して構成されている。基台部１８を含むケース１

６は、LEDチップ１１と同程度の熱膨張率を有し且つ一

般的なセラミックスなどの無機材料よりも熱伝導率の高

いシリコンカーバイド／シリコン／アルミニュウムの炭

化ケイ素系複合材料で作製されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
リ フ レ ク タ 面 が 形 成 さ れ る 収 納 凹 部 を 有 す る ケ ー ス の 基 台 部 上 に 半 導 体 発 光 素 子 が 搭 載 さ
れ て 構 成 さ れ た 半 導 体 発 光 装 置 に お い て 、 前 記 基 台 部 は 前 記 半 導 体 発 光 素 子 の 熱 膨 張 率 と
同 等 の 熱 膨 張 率 を 有 し 且 つ セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 無 機 材 料 よ り は 熱 伝 導 率 が 高 い 無 機 金 属 の
複 合 材 料 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
リ フ レ ク タ 面 が 形 成 さ れ る 収 納 凹 部 を 有 す る ケ ー ス の 基 台 部 上 に 半 導 体 発 光 素 子 が 搭 載 さ
れ て 構 成 さ れ た 半 導 体 発 光 装 置 に お い て 、 前 記 ケ ー ス は 前 記 半 導 体 発 光 素 子 の 熱 膨 張 率 と
同 等 の 熱 膨 張 率 を 有 し 且 つ セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 無 機 材 料 よ り は 熱 伝 導 率 が 高 い 無 機 金 属 の
複 合 材 料 で 一 体 に 形 成 さ れ て ケ ー ス を 構 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 無 機 金 属 の 複 合 材 料 は 、 シ リ コ ン カ ー バ イ ド ／ シ リ コ ン ／ ア ル ミ ニ ュ ウ ム の 複 合 材 料
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ケ ー ス は 、 SiCの 粉 末 に ワ ッ ク ス 、 PVA、 PVB、 ポ リ ス チ レ ン な ど を 添 加 し て 成 型 し た S
iC成 型 体 を Arや N 2 な ど の 不 活 性 雰 囲 気 中 で 300～ 1000℃ で 加 熱 す る 脱 脂 工 程 を 経 た 後 に 、 A
rや N 2 な ど の 不 活 性 雰 囲 気 中 で 700～ 1800℃ の 温 度 で 前 記 脱 脂 工 程 を 経 た SiC成 型 体 に AlSi
合 金 を 溶 融 浸 透 さ せ て 製 造 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 発
光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ケ ー ス は 、 シ リ コ ン カ ー バ イ ド ／ シ リ コ ン ／ ア ル ミ ニ ュ ウ ム の 複 合 材 料 を 所 定 の 形 状
に 切 削 加 工 し て 製 造 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 発 光 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ケ ー ス の 開 口 は 耐 熱 性 透 明 ガ ラ ス 蓋 で 封 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 半 導 体 発 光 装 置 。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 半 導 体 発 光 素 子 が 基 台 部 上 に 搭 載 さ れ 且 つ リ フ レ ク タ 面 が 形 成 さ れ た ケ ー ス 内
に 配 置 さ れ た 半 導 体 発 光 装 置 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 の LEDの 高 出 力 化 は 目 覚 し く 、 光 源 効 率 151m/Wの 白 熱 電 球 や 光 源 効 率 201m/Wの ハ ロ ゲ
ン 電 球 を 超 え る も の も 開 発 さ れ つ つ あ る 。 し か し な が ら 、 各 種 家 電 、 Ｏ Ａ 機 器 、 車 載 機 器
な ど の 表 示 灯 、 屋 内 の 表 示 灯 、 信 号 機 の 表 示 灯 、 自 動 車 の サ イ ド ・ バ ッ ク 或 い は フ ロ ン ト
ラ イ ト な ど に 使 用 さ れ る 半 導 体 発 光 装 置 を 実 現 す る た め に は 解 決 す べ き 問 題 が 存 在 し て い
る 。 そ の 一 つ は 、 発 光 量 を 増 や す た め に は LEDに 大 き な 電 流 を 流 さ な け れ ば な ら な い が 、
大 き な 電 流 を 流 せ ば LEDが 発 す る 熱 が 増 大 す る の で 発 光 効 率 が 低 下 す る と い う 問 題 で あ る
。 LEDの 温 度 が 上 昇 す る と フ ォ ノ ン 散 乱 な ど の 現 象 に よ っ て 発 光 効 率 が 低 下 す る 。 ま た 、
樹 脂 製 リ フ レ ク タ を 備 え た 半 導 体 発 光 装 置 で は 、 温 度 上 昇 が 著 し い 場 合 に は 樹 脂 製 リ フ レ
ク タ が 経 年 劣 化 し て 反 射 効 率 が 低 下 す る 。 更 に 、 金 属 材 料 製 の 基 台 部 を 備 え た 半 導 体 発 光
装 置 で は 、 搭 載 さ れ て い る LEDチ ッ プ が 基 台 部 か ら 剥 離 す る と い う 致 命 的 な 問 題 も 発 生 す
る 。 こ の よ う な 様 々 な 要 因 が 存 在 す る の で 、 大 き な 電 流 を 流 し て も 、 高 発 光 量 タ イ プ の 半
導 体 発 光 装 置 を 直 ち に 実 現 す る こ と は 出 来 な い の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ５ ２ ２ ２ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 熱 伝 導 性 の
高 い 金 属 材 料 よ り な り 前 面 に 開 口 す る 収 納 凹 所 を 有 す る 突 出 部 が 前 方 に 向 け て 突 設 さ れ た
金 属 板 と 、 前 記 収 納 凹 所 の 底 面 に 実 装 さ れ て 前 記 金 属 板 に 熱 的 に 結 合 さ れ た 発 光 ダ イ オ ー
ド チ ッ プ と 、 前 記 突 出 部 が 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 が 形 成 さ れ て 前 記 金 属 板 の 裏 面 に 重 ね る 形 で
接 合 さ れ た 絶 縁 基 板 と 、 前 記 絶 縁 基 板 の 表 面 に 接 合 さ れ 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ 並 び に
前 記 突 出 部 の 周 囲 を 囲 む 樹 脂 製 の 枠 部 材 と 、 透 光 性 を 有 し 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ を 封
止 す る 樹 脂 部 を 備 え た 発 光 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 従 来 の 発 光 装 置 は 、 発 光 ダ イ オ ー
ド チ ッ プ が 搭 載 さ れ る 基 台 部 を 金 属 部 材 で 形 成 し て い る の で 放 熱 性 の 向 上 が 図 ら れ て い る
が 、 樹 脂 製 の 枠 部 材 が 熱 に よ る 経 年 劣 化 す る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 絶 縁 基 板 が 樹 脂 製
枠 部 材 と 金 属 部 材 と の 間 に 挟 み 込 ま れ て い る た め 、 構 造 が 複 雑 と な り 製 造 コ ス ト が 高 く な
る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ ３ ７ １ ８ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に は 、 前 面 に 開 口 す る 収 納 凹 所 が 表
面 に 形 成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 基 板 と 、 前 記 収 納 凹 所 の 底 面 に 実 装 さ れ る 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ
プ と 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク 基 板 の 裏 面 に 配 置 さ れ た 放 熱 手 段 と か ら 構 成 さ れ た 発 光 装 置 が 開 示
さ れ て い る 。 ア ル ミ ナ セ ラ ミ ッ ク ス 、 ジ ル コ ニ ア セ ラ ミ ッ ク ス 、 窒 化 ケ イ 素 セ ラ ミ ッ ク ス
な ど の 一 般 的 な セ ラ ミ ッ ク 材 の 熱 伝 導 率 は 高 く て も 80 W/m・ K程 度 で あ り 、 放 熱 性 が 低 い
。 ま た 、 高 熱 伝 導 性 の セ ラ ミ ッ ク ス と し て 挙 げ ら れ る AlNセ ラ ミ ッ ク ス も 、 熱 伝 導 率 は 160
 ～ 170W/m・ K程 度 で あ り 、 熱 伝 導 性 が 未 だ 満 足 で き る も の で は な い 。 し か も 、 こ れ ら の セ
ラ ミ ッ ク 材 は 加 工 コ ス ト が 高 い と い う 問 題 も あ る 。 そ し て 、 前 記 放 熱 手 段 は 、 セ ラ ミ ッ ク
放 熱 フ ィ ン 又 は 金 属 部 材 で 構 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の 従 来 の 発 光 装 置 は 、 放 熱 手 段 を 備
え る も の で あ る か ら 放 熱 性 の 向 上 が 図 ら れ て い る 。 ま た 、 樹 脂 部 材 を 含 ま な い の で 、 熱 に
よ る 経 年 劣 化 の 抑 制 も 図 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 前 面 に 開 口 す る 収 納 凹 所 が 表 面 に 形
成 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 基 板 と セ ラ ミ ッ ク 放 熱 フ ィ ン な ど の 部 品 を 備 え る の で 、 加 工 は 容 易 で
は な く 、 従 っ て 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ る 。 更 に 、 一 般 的 な セ ラ ミ ッ ク ス は
導 電 性 が な い の で 、 発 光 装 置 自 体 に 帯 電 対 策 を 講 じ な け れ ば な ら な い と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 前 面 に 開 口 す る 収 納 凹 所 が 表 面 に 形 成 さ れ 且 つ セ ラ ミ ッ ク 層 が コ
ー テ ィ ン グ に よ っ て 表 面 に 形 成 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム の 如 き 金 属 基 板 と 、 前 記 収 納 凹 所 の 底
面 に 実 装 さ れ る 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ と か ら 構 成 さ れ た 発 光 装 置 も 開 示 さ れ て い る 。 こ の
従 来 の 発 光 装 置 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 を 備 え る も の で あ る か ら 放 熱 性 の 向 上 が 図 ら れ て い
る 。 ま た 、 樹 脂 部 材 を 含 ま な い の で 、 熱 に よ る 経 年 劣 化 の 抑 制 も 図 ら れ て い る 。 し か し な
が ら 、 表 面 に セ ラ ミ ッ ク 層 が 形 成 さ れ た 金 属 基 板 で 構 成 す る こ と は 加 工 が 容 易 で な く 、 従
っ て 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 と 発 光 ダ イ オ ー ド
チ ッ プ と の 熱 膨 張 率 が 大 き く 異 な る の で 、 発 光 ダ イ オ ー ド チ ッ プ が 著 し く 発 熱 す る と ア ル
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ミ ニ ウ ム 基 板 か ら 剥 離 す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
更 に 、 ２ ０ ０ ３ 年 6月 １ ０ 日 発 行 の 月 刊 マ テ リ ア ル ス テ ー ジ （ 非 特 許 文 献 １ ） に は 、 本 体
は メ タ ル パ ッ ケ ー ジ で あ り 内 部 に LEDチ ッ プ を 載 せ る 金 属 製 の ヒ ー ト シ ン ク と 電 流 供 給 用
の 電 極 が 設 け ら れ た 半 導 体 発 光 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 金 属 製 ヒ ー ト シ ン ク は 中 央 部 に 略
漏 斗 状 の 収 納 凹 部 の リ フ レ ク タ が 形 成 さ れ た も の で あ り 、 周 縁 部 に 一 対 の 電 極 が 貫 通 し て
設 け ら れ て い る 。 メ タ ル パ ッ ケ ー ジ は 略 円 筒 状 金 属 部 材 で あ り 、 一 方 の 端 部 は 透 明 ガ ラ ス
蓋 で 封 止 さ れ て い る 。 LEDチ ッ プ が 中 央 部 に 搭 載 さ れ 一 対 の 電 極 が 周 縁 部 に 貫 通 し て 取 り
付 け ら れ た 金 属 製 ヒ ー ト シ ン ク は 、 前 記 メ タ ル パ ッ ケ ー ジ で 気 密 に カ バ ー さ れ て い る 。 こ
の よ う に し て 構 成 さ れ た 半 導 体 発 光 装 置 は 中 空 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 半 導 体 発 光 装 置 は 樹 脂 を 用 い て い な い の で 、 LEDチ ッ プ の 発 熱 と そ の 蓄 積 で 、 樹 脂 の
黄 色 化 （ 劣 化 ） で 光 量 が 落 ち る と い う 問 題 は な い 。 ま た 、 LEDチ ッ プ が 発 す る 熱 は 、 外 部
基 板 と 直 接 接 続 し て い る 金 属 製 ヒ ー ト シ ン ク を 通 し て 放 熱 さ れ る の で 放 熱 性 は 高 い 。 し か
し な が ら 、 十 分 な 放 熱 を 実 現 す る た め に は 、 金 属 製 ヒ ー ト シ ン ク は 大 型 化 し な け れ ば な ら
な い と い う 問 題 が あ る 。 更 に 、 中 空 構 造 の 半 導 体 発 光 装 置 で あ る た め に 、 金 属 製 ヒ ー ト シ
ン ク と メ タ ル パ ッ ケ ー ジ の 構 造 が 複 雑 に な る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 の 如 く 、 従 来 の 半 導 体 発 光 装 置 で は 、 高 出 力 LEDを 採 用 し て も 、 発 光 熱 量 に よ る 種
々 の 悪 影 響 を 防 止 す る こ と が で き ず 、 発 光 量 を 高 め る こ と に 限 界 が あ っ た 。 こ の た め 、 半
導 体 発 光 装 置 の 用 途 を 高 発 光 量 表 示 灯 や ラ ン プ 領 域 に 拡 大 で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ５ ２ ２ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ ３ ７ １ ８ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 坂 東 完 治 著 「 LEDの 高 出 力 化 と 照 明 市 場 に 向 け て の 課 題 」 　 月 刊 マ テ リ
ア ル ス テ ー ジ 　 ２ ０ ０ ３ 年 6月 １ ０ 日 発 行
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 リ フ レ ク タ 面 が 形 成 さ れ る 収 納 凹 部 を 有 す る ケ ー ス
の 基 台 部 上 に 半 導 体 発 光 素 子 が 搭 載 さ れ て 構 成 さ れ た 半 導 体 発 光 装 置 に お い て 、 放 熱 性 の
向 上 、 熱 に よ る 経 年 劣 化 防 止 、 熱 に よ る 半 導 体 発 光 素 子 の 剥 離 防 止 、 及 び 静 電 気 破 壊 防 止
を 簡 単 な 構 造 で 実 現 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 リ フ レ ク タ 面 が 形 成 さ れ る 収 納 凹 部 を 有 す る ケ ー ス の 基
台 部 上 に 半 導 体 発 光 素 子 が 搭 載 さ れ て 構 成 さ れ た 半 導 体 発 光 装 置 に お い て 、 少 な く と も 前
記 基 台 部 を 前 記 半 導 体 発 光 素 子 の 熱 膨 張 率 と 同 等 の 熱 膨 張 率 を 有 し 且 つ 一 般 的 な セ ラ ミ ッ
ク ス な ど の 無 機 材 料 よ り は 高 い 熱 伝 導 率 （ 200W/m・ K程 度 又 は そ れ 以 上 ） を 有 す る 無 機 金
属 の 複 合 材 料 で 構 成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ り 、 放 熱 性 の 向 上 、 熱 に よ る 経 年 劣 化 防 止 、 熱 に よ る 半 導 体 発 光 素 子 の 剥 離 防
止 、 及 び 静 電 気 破 壊 防 止 を 簡 単 な 構 造 で 実 現 で き た 。 従 っ て 、 GaN、 AlGaN、 InGaNな ど の
窒 化 物 系 化 合 物 半 導 体 を 用 い た 高 出 力 LEDチ ッ プ を 用 い て 、 高 輝 度 の 半 導 体 発 光 装 置 を 低
価 格 で 提 供 で き る よ う に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 半 導 体 発 光 装 置 は 、 リ フ レ ク タ 面 が 形 成 さ れ る 収 納 凹 部 を 有 す る ケ ー ス の
基 台 部 上 に 半 導 体 発 光 素 子 が 搭 載 さ れ て 構 成 さ れ た 半 導 体 発 光 装 置 に お い て 、 前 記 ケ ー ス
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は 前 記 半 導 体 発 光 素 子 の 熱 膨 張 率 と 同 等 の 熱 膨 張 率 を 有 し 且 つ セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 無 機 材
料 よ り は 熱 伝 導 率 が 高 い 無 機 金 属 の 複 合 材 料 で 一 体 に 形 成 さ れ て ケ ー ス を 構 成 し て い る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 実 施 例 １ は 、 図 1の 断 面 図 （ Ａ ） と 平 面 図 （ Ｂ ） に 示 す 如 く 、 LEDチ ッ プ １ １ が 搭
載 さ れ た 基 台 部 １ ８ と 、 リ フ レ ク タ 面 １ ７ が 形 成 さ れ た ケ ー ス １ ６ と 、 第 １ の リ ー ド １ ４
、 第 ２ の リ ー ド １ ５ 、 及 び 耐 熱 性 透 明 ガ ラ ス 蓋 ２ ０ と を 具 備 し て 構 成 さ れ た 半 導 体 発 光 装
置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 外 形 が 略 方 形 の ケ ー ス １ ６ は 、 底 面 か ら 上 方 に 向 か っ て 孔 径 が 徐 々 に 拡 大 す る 略 漏 斗 状
の 収 納 凹 部 を 有 す る 。 こ の 略 漏 斗 状 の 収 納 凹 部 の 表 面 に は 銀 メ ッ キ 等 の 表 面 処 理 が 施 さ れ
、 LEDチ ッ プ １ １ の 発 光 を 略 漏 斗 状 の 収 納 凹 部 の 広 い 開 口 に 向 け て 反 射 す る リ フ レ ク タ 部
１ ７ を 形 成 す る 。 ケ ー ス １ ６ の 上 記 略 漏 斗 状 の 収 納 凹 部 の 底 面 は 、 ケ ー ス １ ６ の 底 面 は 基
台 部 １ ８ の 上 で あ る 。 ケ ー ス １ ６ の 基 台 部 １ ８ と 、 上 記 略 漏 斗 状 の 収 納 凹 部 が 形 成 さ れ る
部 分 は 、 同 じ 無 機 金 属 の 複 合 材 料 で 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 基 台 部 １ ８ の 上 面 に は 、 導 電 性 薄 膜 の 第 １ 電 極 部 １ ２ と 第 ２ 電 極 部 １ ３ と が 配 置 さ れ 絶
縁 性 接 着 剤 で 接 着 さ れ て い る 。 第 １ 電 極 部 １ ２ に は 第 １ リ ー ド １ ４ の 端 部 １ ４ ａ が 接 続 さ
れ 、 第 ２ 電 極 部 １ ３ に は 第 ２ リ ー ド １ ５ の 端 部 １ ５ ａ が 接 続 さ れ て い る 。 銅 製 薄 板 の 第 １
リ ー ド １ ４ と 第 ２ リ ー ド １ ５ は 低 融 点 ガ ラ ス の 如 き 絶 縁 性 接 着 剤 で 、 ケ ー ス １ ６ に 接 着 さ
れ て い る 。 LEDチ ッ プ １ １ は 第 １ 電 極 部 １ ２ に 搭 載 さ れ 、 銀 ペ ー ス ト の 如 き 導 電 性 接 着 剤
に よ っ て 接 着 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て LEDチ ッ プ １ １ の 下 面 電 極 は 第 １ 電 極 部 を 介 し て
第 １ リ ー ド １ ４ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 他 方 、 LEDチ ッ プ １ １ の 上 面 電 極 は ボ ン デ ィ
ン グ ワ イ ヤ で あ る 金 線 １ ９ を 介 し て 第 ２ 電 極 部 １ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 基 台 部 １ ８ は 熱 膨 張 率 が 約 4.7ppm/℃ 、 熱 伝 導 率 が 200～ 240W/m・ Kの 炭 化 ケ イ 素 系 複 合
材 料 で 作 製 さ れ て い る 。 要 す る に 、 基 台 部 １ ８ の 熱 膨 張 率 は GaNの 窒 化 物 系 化 合 物 半 導 体
を 用 い た LEDチ ッ プ １ １ の 熱 膨 張 率 約 5.5 ppm/℃ と 略 等 し く 、 基 台 部 １ ８ の 熱 伝 導 率 は 一
般 的 な セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 無 機 材 料 よ り 高 い 。 従 っ て 、 実 施 例 １ の 半 導 体 発 光 装 置 に お い
て 、 LEDチ ッ プ １ １ が 搭 載 さ れ た 基 台 部 １ ８ は LEDチ ッ プ １ １ の 発 熱 を ケ ー ス の 外 に 効 果 的
に 放 出 す る ヒ ー ト シ ン ク と し て 機 能 す る 。 ま た 、 熱 伝 導 率 が 略 等 し い の で 、 LEDチ ッ プ １
１ が 著 し く 高 温 に な っ て も 、 LEDチ ッ プ １ １ が 基 台 部 １ ８ か ら 剥 離 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 炭 化 ケ イ 素 系 複 合 材 料 は 、 例 え ば 、 SiCの 含 有 率 が 70％ 、 Alと Siの 含 有 率 が 30％ 、 Al
と Siの 比 率 が 40： 60の シ リ コ ン カ ー バ イ ド ／ シ リ コ ン ／ ア ル ミ ニ ュ ウ ム の 複 合 材 料 で あ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
基 台 部 １ ８ を 含 む ケ ー ス １ ６ の 第 1の 製 造 方 法 は 、 次 の 通 り で あ る 。 即 ち 、 リ フ レ ク タ 部
１ ７ が 形 成 さ れ る 略 漏 斗 状 の 収 納 凹 部 と LEDチ ッ プ １ １ が 搭 載 さ れ る 基 台 部 １ ８ が 無 機 金
属 の 複 合 材 料 で 一 体 に 形 成 さ れ て い る ケ ー ス １ ６ は 、 上 記 の 炭 化 ケ イ 素 系 複 合 材 料 の ブ ロ
ッ ク を 所 定 の 形 状 に 切 削 加 工 し 、 仕 上 げ の 研 磨 加 工 を 施 し て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
基 台 部 １ ８ を 含 む ケ ー ス １ ６ の 第 ２ の 製 造 方 法 は 、 次 の 通 り で あ る 。 即 ち 、 リ フ レ ク タ 部
１ ７ が 形 成 さ れ る 略 漏 斗 状 の 収 納 凹 部 と LEDチ ッ プ １ １ が 搭 載 さ れ る 基 台 部 １ ８ が 無 機 金
属 の 複 合 材 料 で 一 体 に 形 成 さ れ て い る ケ ー ス １ ６ は 、 SiC粉 末 の 射 出 成 型 工 程 、 脱 脂 工 程
及 び AlSi合 金 の 溶 融 浸 透 工 程 を 経 て 製 造 さ れ る 。 前 記 SiC粉 末 の 射 出 成 型 工 程 は 、 SiC粉 末
に ワ ッ ク ス 、 PVA、 PVB、 ポ リ ス チ レ ン な ど の 熱 可 塑 性 樹 脂 を 添 加 し て 所 定 の 形 状 に 射 出 成
型 し て SiC成 型 体 を 得 る 工 程 で あ る 。 前 記 脱 脂 工 程 は 、 Arや N 2 な ど の 不 活 性 雰 囲 気 中 で 300
～ 1000℃ で SiC成 型 体 を 加 熱 し て 添 加 物 を 除 去 す る 工 程 で あ る 。 そ し て 、 AlSi合 金 の 溶 融
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浸 透 工 程 は 、 Arや N 2 な ど の 不 活 性 雰 囲 気 中 で 700～ 1800℃ の 温 度 で 前 記 脱 脂 工 程 を 経 た SiC
成 型 体 に AlSi合 金 を 溶 融 浸 透 さ せ る 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ケ ー ス １ ６ の 第 ２ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 ケ ー ス の 成 型 と 共 に 、 半 導 体 発 光 素 子 の 熱 膨 張 率
と 同 等 の 熱 膨 張 率 を 有 し 且 つ セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 無 機 材 料 よ り は 熱 伝 導 率 が 高 い 炭 化 ケ イ
素 系 複 合 材 料 を 得 る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 述 し た 如 く 、 本 発 明 は リ フ レ ク タ 面 が 形 成 さ れ る 収 納 凹 部 を 有 す る ケ ー ス の 基 台 部 上 に
半 導 体 発 光 素 子 が 搭 載 さ れ て 構 成 さ れ た 半 導 体 発 光 装 置 に お い て 、 少 な く と も 前 記 基 台 部
を 前 記 半 導 体 発 光 素 子 の 熱 膨 張 率 と 同 等 の 熱 膨 張 率 を 有 し 且 つ 一 般 的 な セ ラ ミ ッ ク ス な ど
の 無 機 材 料 よ り は 熱 伝 導 率 が 高 い 無 機 金 属 の 複 合 材 料 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。 そ し て 、 前 記 無 機 金 属 の 複 合 材 料 は 、 研 磨 加 工 し か で き な い 一 般 的 な セ ラ ミ ッ ク ス
な ど の 無 機 材 料 に 比 べ る と 、 加 工 し 易 い 材 料 で あ る 。 従 っ て 、 実 施 例 １ の 半 導 体 発 光 装 置
は 、 構 造 が 簡 単 で 且 つ 加 工 し 易 い と い う 特 徴 を 有 す る 。 ま た 、 基 台 部 は 無 機 金 属 で 形 成 さ
れ て い る か ら 、 特 別 な 静 電 破 壊 対 策 を 講 じ る 必 要 が な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 高 発 光 量 タ イ プ の 半 導 体 発 光 装 置 で あ る か ら 、 各 種 家 電 、 Ｏ Ａ 機 器 、 車 載 機 器
な ど の 表 示 灯 、 屋 内 の 表 示 灯 、 信 号 機 の 表 示 灯 、 自 動 車 の サ イ ド ・ バ ッ ク 或 い は フ ロ ン ト
ラ イ ト な ど に 幅 広 く 使 用 さ れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 半 導 体 発 光 装 置 の 断 面 図 （ Ａ ） と 平 面 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ １ 　 LEDチ ッ プ
１ ２ 、 １ ３ 　 薄 膜 電 極 部
１ ４ 　 第 1の リ ー ド
１ ４ ａ 　 第 １ の リ ー ド の 端 部
１ ４ ｂ 　 第 １ の リ ー ド の 電 極 部
１ ５ 　 第 ２ の リ ー ド
１ ５ ａ 　 第 ２ の リ ー ド の 端 部
１ ５ ｂ 　 第 ２ の リ ー ド の 電 極 部
１ ６ 　 ケ ー ス
１ ７ 　 リ フ レ ク タ 面
１ ８ 　 基 台 部
１ ９ 　 金 線
２ ０ 　 耐 熱 性 透 明 ガ ラ ス 蓋
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【 図 １ 】
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